












英 語 に は未 来 に 起 こ る （で あ ろ う ） 出 来事 をあ ら わ す 表現 が 多 い｡ 基本 的 な
も の を 挙げ れば､ 単純 現 在 形､will do､be going to ｄｏ､be  to ｄｏ､be  （just）aboutto 
ｄｏ､ 進 行 形､ そ し てwill  be ～ing な ど で あ る｡ こ れ らは い ず れ も形 態 が 違
う以 上､ 意味 や 用 法 も 違っ て く る と 思 わ れ る｡ 本 稿 で は 多種 多 様 な未 来 表現 そ
れぞ れ につ い て そ の 意 味お よび 用 法 を 考 察し て ゆ くが､ 本稿 の 目的 は そ れ ら の
意 味･ 用 法の 細 分 化 を可 能 な 限 り 行 う こ とで は ない｡ そ れ ぞ れ の 意味 が ど の よ
う な 過 程 を通 じ て 生 じ たの か､ 話 し 手 は そ れぞ れ の表 現 を 使 用 する 際､ 状 況 を


















(1) a.    They eat out once ａ week, you know. (BNC 勺
(彼 らは 週 に一 度外 食 す る だ ろ)
b.    They tell me he's got toothache and tummy ache from eating too many　　　　sweets.(BNC)
(彼 らに よる と ， 彼 は 甘 い もの を 食べ 過 ぎて 歯 と腹 が い た く なっ た ん
だそ う だ)
c ,   The series begins on August 23. (ＢＮＣ)
(そ のｼﾘｰ ｽﾞは8 月23 日 に 始 ま る)
例（la）の述語動詞のeat は現在形であり､ いわゆる現在の習慣を表しているが､
















い ま2 時5 分3  0 秒 で す｡ ： 瞬 間
一
昨 晩 海 は 高 波 で 荒 れ て い た が､ い ま は 穏 や か だ｡ ： 数 時 間
-
い ま の 若 者 は 軟 弱 だ｡ ： 一 世 代 （20  ~  30 年 ）
-
い ま 地 球 は 人 類 の 天 下 だ が､ 昔 は 恐 竜 の 天 下 だ っ た｡ ： 数 千 年 の 期 間-
現在時制の表すｲﾒｰ ｼﾞをQuirk ｄ ≪/(1985: 176)は下記の図のように表して
いるが､ 現在時制の表す時が現在時を含んで過去時にも未来時にも伸びている
ことが分かる｡ 発話の瞬間を客観的な現在､ つまり現在時とするならば､ この








































(3)a  .   The next train to Garvie leaves at midnight. ( ＢＮＣ)
( ｶﾞｰ ﾋﾞ に 行 く 次 の 列 車 は 真 夜 中 に 出 発 す る)
b.    His two-year assignment starts in July this year. ( ＢＮＣ)　
(彼 の2 年 越 し の 任 務 は 今 年 の7 月 に 始 ま る)
c.    The closing date for application is ﾌMarch 1991. ( ＢＮＣ)
(応 募 の 締 め 切 り は1991 年 の3 月ﾌ 日 で あ る)
d.     'Are you on duty tonight?' asked the doctor. ( ＢＮＣ)
(｢ 今 夜 は 当 直 で す か｣ と そ の 医 者 が 尋 ね た)
例文(3a)では時刻表で確定しており､(3b) ではｽｹ ｼﾞｭｰﾙ や計画で､(3C) で
は応募規定で､(3d) ではﾛｰﾃｰｼｮﾝ で確定していると言える｡ いずれも特
定の未来時を示す修飾語句が付いており､ 未来時に起こることを表している｡





のになっている｡ Will は本来willan r～しようと欲する｣ の意で､｢ 願望｣ の
意味を表す｡ この本来の願望の意味が助動詞になっても残り､ 根源的用法では
例（4a）のように主語の意志を表す｡ 認識的用法ではこの意志の意味が弱まり､
例（4b）のように推量を表す｡｢ 願望｣ にしろ｢ 意志｣ にしろいずれも未来志向
的であり､ 確定していない未来の出来事を述べることになる｡ この意味が弱ま
って確定していない未来のことを予測･推量する意味が生じたものと思われる｡Will
の詳しい用法は次章でbe going to と対比させながら考察する｡
(4)  a.    Just wait ａ moment. while l make myself a little more Presentable, then  I will　
come with you. ( ＢＮＣ)
( ち ょ っ と 待 っ て ， も う 少 し 見 栄 え 良 く す る か ら｡ そ う し た ら 君 と 行
く よ)












(5)Well,  you shall go to the university if you wish it. (BNC)
(そうだな､ 君が望めば大学に行かせてあげるよ)
(6)a  .   The law says you shall not do it. (ＢＮＣ)
(法律でそうすることは許されていない)
b .   We  are all growing old and we shall die and be buried. (ＢＮＣ)
(我々は皆年を取っている､ そしてついには死んで埋められることに
なる)
(7)a.    I shall contact you tomorrow morning. (ＢＮＣ)
(明日の朝連絡を入れることになります)
b ｡　Of course we shall get howls of laughter. (BNC)
(もちろん我々は大笑いされることになるだろ引
4. Be going to ＋原形不定詞
助動詞willとよく対比されるのがbe going to である｡ これは準法助動詞と
言っていいもので､will の持つ認識的用法･ 根源的用法それぞれに対応した意
味を持つ｡ Must とhave  to､can とbe able to の問の関係と対比できると言える｡
既に述べたようにwillや他の法助動詞がその用法を確立したのは近代英語期
であり､ その時法助動詞へ移った動詞の機能を埋めるために使われたしたのがbe
 going toなのである｡（cf.中尾ほか､1990 ）
このように最初は本動詞will の機能的穴を埋めるために使われ始めたと思
われるbe going to であるが､ 現代英語においては法助動詞のwillとは意味的




わけではない単なる予測を表し､｢ ～だろう｣ の意となる｡ ②意志の意味（根
源的用法）の場合､ 発話時の場面の状況に応じた意志･ 意図を表し､｢（それな
ら）～する｣ の意となる｡
Be going to は①予測･ 推量の意味の場合､ 何らかの兆し･ 兆候があり､ そこ
から判断した予測を表し､｢ ～しそうだ｣ の意となる｡ ②意志の意味の場合､
あらかじめ持っていた意志 一意図を表し､｢ ～するつもりである｣ の意となる｡




方がよい場合が多い(7)｡ Be going to の場合､ 形態上は動詞go の進行形であり､
字義通りの意味は｢（主語が）～の方向へ行きつつある｣ である｡ しかし､begoing
 toのgo は本来の意味である人や事物の物理的移動を表しているとは言え




(8)a.    Neχt day at school everything went sour.(BNC)
(翌 日 学 校で は全 て の こ と が 不 愉 決 に なっ た)
b.    I almost went to pieces,(BNC)
(私 は 心 も体 もめ ち ゃ く ち ゃ に なっ てし まっ た)
c .　As the days went by, his behaviour and thoughts became more and more　　　　
bizarre.(BNC)
(日 々が 経 過 する につ れ て， 彼 の 行 動 も 考 え も ます ます 風 変 わ りな も
の に なっ て い っ た)
Be going to の場合も同様な意味の派生過程を経ていると思われる｡ つまり字
義通りの意味である｢（主語が）～の方向へ行きつつある｣ という物理的移動の
意味から状況･ 状態の移動､ 人の精神状態の移動の意味になったと言える｡ よ
ってbe going to は｢ 主語にあたるものが､ 状況的･ 状態的に～する方向に向か
いつつある｣ こと､ または｢ 主語（＝人）の精神状態､ つまり気持が～する方
－26 －
向に向かいつつある｣ ことを表す用法だと言える｡ 上で述べたbe going to Ｏ 特
性と意味である､｢ 何らかの兆し･ 兆候があること｣ そして｢ あらかじめ持 っ
ていた意志･ 意図｣ は全てこの根本的意味から派生したものと言える｡｢ 状況･





また､｢ 人の気持が～する方向に向かいつつある｣ ということは､ 同じくto 不
定詞で表している動作をするには至っていないがそれに向かって気持が変化し












志･ 意図を持っていることの証となると思われる｡ なお､ 認識的用法の場合 も
例（lib）のように､ 状況･ 事態が既に進んでおり､ 兆しや兆候として表れてい
ることを表すので､ 過去時制で用いられると､ 結局は実現しなかったことにな
る｡
(9)a.    'I don't think this is going to work,' said Endill, knowing his  newes  couldn't　　　
stand much more. ( ＢＮＣ)
(｢ こ れ は う ま く 行 か な い よ う に 思 う｣ とｴﾝ ﾃﾞｲﾙ｡ 自 分 の 精 神 が こ
れ 以 上 は 耐 え ら れ な い と 知 っ て い た の だ)
b.    'Eχcuse me. Mr President. Mr President, there is going to be ａ nuclear test　　　　on
Tuesday,' he yelled. ( ＢＮ Ｃ)
(｢ す み ま せ ん ， 大 統 領｡ 火 曜 に 核 実 験 が あ り そ う で す｣ と 彼 は 叫 ぶ よ
－27 －
う に 言 っ た)
(10)a.    I am going to leave this job. (ＢＮＣ)
(私 は こ の 仕事 をや め るつ も りで す)
b.   Nevertheless, I am going to tell you the truth. (ＢＮＣ)
(そ れ に も かか わら ず､ 私 は 君 に真 実 を 語 るつ も りで す)
(11)a.    Well, right now l was going to say thank you. but you didn't want that.
(ＢＮＣ)
(えｰ､ 今 ち ょう ど 私 は 君 にあ り か とう と言 うっ も り だっ た ん だ が､
君 は そ れ を望 ん じ ゃい なか っ た)
b .   People there thought it was going to rain － but it didn't. (ＢＮＣ)
(そ の 場 にい た 人 々 は も う す ぐ 雨 に な りそ う だ と 思 っ た が､ 降 ら なか
っ た)
(12)He intended to challenge for ａ third successive 800 metres title but withdraw　　　last night because of 
ａ shin injury. (BNC)
(彼 は3 度 連続 の800ﾒｰﾄﾙ 走 のﾀｲﾄﾙ に 挑戦 す る つ も りだ っ たが､
脛骨 の損 傷 の た め 昨 夜出 場 を 取 りや め た)
一方､will は例（13a-b）のように｢ 予測･ 推量｣ の意味を表す場合も､ 例
（14a-b）のように｢ 意志｣ の意味を表す場合も､ いずれも条件を示すif 節､then､
命令文等と共に用いられることが多い｡ これはwillの表す予測･ 推量が､
ある条件が設定され場面に対応した予測･ 推量であることを､ そして､ 意志の
場合も､ その場の状況に対応した意志､ つまり意志の表明であることを示す証
拠であると思われる｡
(13)a.    If it cannot be avoided,  it will have to happen, he told the Chartered Institute　　　　of
 Transport on 4 May. ( ＢＮＣ)
(避 け ら れ な い の な ら ば､ そ れ は 起 こ る こ と に な る だ ろ う､ と 彼 は5　
月4 日 に ＣＩＴ で 述 べ た)
b.    For ａ few  moments,  the film should just float on the liquid, then it will draw　　　　down as evaporation starts. (
ＢＮＣ)
(2,3 秒､ そ のﾌｨﾙﾑ は 液 体 の 上 で た だ 浮 か ん で い る こ と だ ろ う､ そ
れ か ら そ れ は 蒸 発 が 始 ま る と 沈 ん で ゆ く だ ろ 引
(14)a  .   If power is important to me, then l will try to acquire it. (ＢＮＣ)
( ﾌﾞｺが 私 に と っ て 重 要 な ら ば､ 私 は そ れ を 得 る よ う や っ て み ま す)
－28 －








(15)a  .   My  wife and ｌ are leaving Venice next week. (BNC)　　　　　(
妻 と 私 は来 週 ﾍﾞﾆｽ を発 ち ます)
b.    Is he having dinner with you tonight? (ＢＮＣ)
(彼 は 今夜 君 と夕 食 を 一緒 に食 べ ます か)
c .   I am making a speech tomorrow･ ‥.(ＢＮＣ)
(私 は明 日ｽ ﾋﾟｰﾁ を する 予 定 で す)
このﾌﾟﾛｾｽ を考える上で重要なﾋﾝﾄ になる進行形の用法がある｡ 進行形
は通常動作の一時的継続､ つまり､ 動詞で表された動作がまだ終わっておらず､
その途中であることを表す｡ しかし例(16a-c) のようにdie, close, stopなど､ 推




これらの動詞は状態の変化を表す動詞である｡ 例えばdie ならば､ 生の状態
から死の状態への変化､close ならば､ 開いている状態から閉じている状態へ
の変化である｡ この動作は例(17a)･(18a) のように一瞬のものとして捉えられ




期間を認め､ その過渡的状態に焦点を当てていると言える｡ 例えば例(16c) のbe
stopping の場合､ 同じ速さ､ 勢いが続いていたのが突然停止するのではなく､
最終的な停止状態に向かって徐々にｽ ﾋﾟｰ ﾄﾞ､ 勢いが衰えていることを意床す
－29 －
ることになるのである｡
(16)a.    The girl is dying. (ＢＮＣ)
( そ の 少 女 は 死 に つ つ あ る)
b.    Then,  just as the doors were closing, l dived back out to the platform. ( ＢＮＣ)　
( そ の 時 ， ち ょ う ど ﾄﾞｱ が 閉 ま ろ う と し て い る 時 ， 私 は 電 車 の 中 か ら
ﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑ に 飛 び 出 し か)
c .　The downward trend is stopping or slowing down. ( ＢＮＣ)
( 下 降 調 の 趨 勢 は 止 ま り つ つ ， あ る い は 減 速 し つ つ あ る)
d  .   Politically, socially, and economically, the year is ending calmly, so  far as our　
country is concerned. ( ＢＮＣ)
( 政 治 的 ， 社 会 的 ， そ し て 経 済 的 に も そ の 年 は 穏 や か に 終 わ ろ う と し
て い た｡ 我 が 国 に 関 す る 限 り は)
(17)a.    He died suddenly in 1861, aged 50. ( ＢＮＣ)
( 彼 は1861 年 突 然 死 ん だ ， 享 年50 歳)
b.    He began to die after she reached Althorp. ( ＢＮＣ)
( 彼 は 彼 女 がｱﾙｿｰ ﾌﾟ に 到 着 後 死 に 始 め た)
(18)a.    Julie ran ａ hand through her hair and closed her eyes, her heart racing. ( ＢＮＣ)
( ｼﾞｭﾘｰ は 片 手 で 髪 を 杭 き ， 目 を 閉 じ た｡ 心 臓 が ﾊﾟｸ ﾊﾟｸ し て い た)　
b.    The door began to close and l put out ａ hand to stop it. (ＢＮＣ)






るのである｡ 例えば例(15a) の場合､leave が表す出発を到達点と捉え､ 現在そ
こに向かって準備が着々と進んでいることを表すのである｡ 進行形とBe goingto




り､ 既述のbe stoppingが最終的な停止状態に向かって徐々にｽ ﾋﾟｰ ﾄﾞ､ 勢い
－30 －
が衰えている過程をstop で表す動作の一部と見なしているように､ 例(19a) のbe
visiting における乗り物の切符の手配､ 荷造り等の準備をvisitの一部と見 な
していることになる｡ 言い換えるならば､ 例(19b) のbe going to rain の場合の
ように 兆候や兆しなどのようなあやふやなものではなく､ 動作･ 活動の～部
と見なせることをやっていることを表すのである｡ それは既述のように訪問で
あれば切符の手配､ 荷造り等であり､ 例(15c) のようにｽ ﾋﾟｰﾁ であれば原稿
の作成､ 予行練習等である｡ いずれも動詞の表す動作･ 活動の前段階として不
可欠であり､ 一体化したものなのである｡ よって前もって計画･ 準備ができる
行為を表す動詞のみが進行形で未来を表すことになる｡
(19)  a.    This month she is visiting Britain n 〕r the first time in years. (BNC)　　　　　(
今 月 彼 女 は 数 年 ぶ り でｲ ｷﾞﾘｽ を 訪 れ る 予 定 で す)
b ｡'It isn't going to rain,'  Julius said. (ＢＮＣ)
(｢ 雨 が 降 り そ う で す｣ と ｼﾞｭﾘｱｽ が 言 っ た)
6.   Be to do





義は例(21a) のように｢ 方向･ 到達点｣ であり､ 本来物理的な場所･ 位置関連
を表す語である｡ それが例(21b) のように時の意味になり､｢ まだ到達してい
ない時｣ を示すことになり､さらに例(21c) のように未来( ＝これから先のこと)
を意味するようになったと考えられる｡ よってbe to do が｢ これから～する方
向にある｣ という字義通りの意味から｢ これから～することになっている｣ と
いう意味になり､ 例(22a-c)のようにこれからの予定を表すのは自然なことと
言える(8)｡この用法がbe going to や進行形と異なる点は､ この二つの用法が兆
候や準備といった動きを前面に押し出しており､ 情景が目に浮ぶ表現であるの
に対して､be to do の方は前置詞to によって｢ ～する方向にある｣ と言ってい
るだけだということであり､ どちらかと言うと予定を淡泊にかつ冷静に述べる
表現と言えるのではないかと思われる｡
(20)Eagles to accept Iwakuma bid: source (Japan Times Online, Monday,  Nov.  8,
－31 －
2010)
(ｲｰ ｸﾞﾙｽ 岩 隈 の 入札 受 諾 へ ： 関 係 者謝
(21)a.    Then Abbot Radulfus rose and went to the altar. (ＢＮＣ)
(その 時ｱ ﾎﾞｯﾄ･ﾗ ﾃﾞｭﾙﾌｽ は 立 ち上 が り祭 壇 の所 へ と行 っ た)　　b.
   We finished at ten minutes to siχ､ about our usual time (ＢＮＣ)
(我 々 は6 時10 分 前､ だい たい い つ もの時 間に 終 え た)
c .　What do you want to drink? (ＢＮＣ)
(何 か 飲 み たい)
(22)a  .   His first port of call will be London where he is to meet with the British　　　　Prime Minister. (
ＢＮＣ)
(彼 の 最 初 の寄 港 地 はﾛﾝ ﾄﾞﾝ に な る で し ょ う｡ そ こ でｲ ｷﾞﾘｽ の首
相 に 会 うこ と に なっ てい ます)
b.   The Queen is to visit Malta next month. (ＢＮＣ)
(女王 は来 月ﾏﾙﾀ を 訪 れ る予 定 です)
c .   'We  are delighted this nurseiy is to open,' said Mr Milburn. (ＢＮＣ)
(｢こ の 保 育 園 の 開 園 を う れし く 思い ます｣ とﾐﾙ ﾊﾞｰﾝ 氏 は 言っ た)
7.    Be (just)about to do
Be (just)about to do は近接未来を表し､｢ まさに～しようとしている｣ とい
う意味を表すと言えるが､ これも字義通りに考えてみると､ 前章のbe to do に(just)about
が付加された形であることが分かる｡ この(just)aboutの原義は例(23a)
のように本来場所的な近接を表し､｢( ちょうど) ～の辺り｣ の意味にな
ると言える｡ 原義であるこの場所的な意味から､例(23b-d) のように程度･状態･
状況的近接へと意味が派生して言ったと思われる｡ Be  (just)about o do の場合､(just)about
の後がto 不定詞なので､to 不定詞の動詞で表された活動が到達点
となり､ その到達点のすぐ近くにいることになる｡ 字義通りには｢ これから～
するその間近にいる｣ という意味になると思われる｡ Be to do は単なる予定で
あり､ いつその活動を行なうかは文脈によって様々であるが､be (just)about to
ｄｏの場合は､(just)aboutが付加されることによって例(24a-b) のように近接の
意味合いが強く出てくるのである｡
(23)  a  .   There's  a map and the Grand is just about there. ( ＢＮＣ)
( 地 図 が あ る ん で す が､ ｸﾞﾗﾝ ﾄﾞ川 は ち ょ う ど そ の あ た り で す)
b.    The people here are still hungry,  but they've got  just about enough to survive
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(BNC)
(こ こ に い る 人 た ち は 依 然 と し て 空 腹 だっ たが､ 彼 らは 生 きて い く に
は まあ 十 分 と 言え る ほ ど の もの は 持 っ て い た)
ｃ .　You're just about the same height. (ＢＮＣ)
(君 は ち ょ うど 同 じ く らい の 背 の 高 さ だ)
d.    'It's just about ready,' the production manager said. (ＢＮＣ)
(｢ ほ とん ど 準備 は 出 来 てい ます｣ と 劇場 支 配 人 は 言っ た)
(24)a  .   Your  Mum  and I were just about to phone  the police. (BNC)
(君 の 母 親 と私 は 今 に も警 察 に 電 話 す る と こ ろで し た)
b  .   Michele spotted it when it was just about to sink and was fool enough to go　　　　in fully clothed.(BNC)
(ﾏｲｹﾙ が そ れ を 見 つ け た 時､ そ れ は 今 に も沈 も う と して い た と こ
ろ で､ 彼 は愚 か に も服 を 全 く脱 が ず に水 の 中 に 入っ た)
8.   Will be ～ing
Will と 進行 形 を 組 み 合 わ せ て 未 来 を 表 す用 法 を 分析 する と､will が 推 量 を 表
し､ 進 行 形 の 部 分 が5 章 で 述 べ た 用 法 で あ ろ う と 思 わ れ る｡ こ の 二 つ の 用 法
が 組 み 合 わ さ り､ 最 終 的 には 事 態 が 進 行 形 で 表 さ れ た動 作 を到 達 点 とし て そ
れ に 向か っ て 進 ん でい るこ とを 推 量 とし て 述 べ て い る こ と に な る｡ Will が推 量
を 表 す ので､ 主 語 の 意志 を 表す こ と は な く､ 述 語 動 詞 の 表 す 動作･ 活 動 と一 体
し か 動 きが 既 に 進 ん で い る で あ ろ う と い う 話 者 の 推 量 を述 べ る 表 現 と言 え る｡Quirk
et a/（1985 ） は こ れ を｢ 自然 の 成 り 行 きで （as ａ matter of course） ある 事
が 起 こ る｣ こ と を 述 べ る 表 現 と 言 っ て い る｡ 具 体 的 に は､ 例（25a）で あ れ ば､
ﾌﾟﾛ ｸﾞﾗﾑ を進 め る た め に は会 合 を 開 く のが 必 要 不 可 欠 で あ り､ 会社 の 意志 と
は 関 係 な く 自 然 の 成り 行 き とし て 定 期 的 に 会 合が 開 か れる こ と に な り､ 現 在 そ
の段 取 り が 着 々 と進 め ら れ てい る こ と を 表 現 して い る と 言え る｡
こ の 表 現 は 例（25a-b ）の よ う に､ 自 然 の 成 り 行 き を 生 み 出 す 原 因･ 理 由 と 言
え る 事 実 が 前 後 に 現 れ る場 合が 多 い｡ さ ら に､ 進 行 形 を 用い ないWill you ～ ？
の 形 は 相 手 の意 志 を 尋 ねる 場 合 に 使 用 さ れ る こ とが 多 い ので､ 例（25c）の よ う
に 純 粋 に相 手 の 予 定･ 計 画 を 尋 ね たい 場 合 に もこ の 形 を 使 う こ と が 多 い｡（cf.Quirk et
 a/. 1985:216）
(25)a.    Ten companies have already joined the programmes and will be meeting on ａ
regular basis. (ＢＮＣ)
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(10 社 が 既 に そ の ﾌﾟﾛ ｸﾞﾗﾑ に 参 加 し て お り､ こ れ か ら 定 期 的 に 会 合
を 開 く こ と に な る で し よ 引
b.    The Commission wants to avoid unjustified double ta χation of boats, and will　　be making proposals
accordingly. (ＢＮＣ)
( 委 員 会 は ﾎﾞｰﾄ に 対 す る 正 当 化 さ れ な い 二 重 課 税 を 避 け た い の で､
し か る べ く 提 案 を す る こ と に な る で し よ 引
c ､ Where will you be staying in England, miss?  (BNC)




･ 英 語 に は時 制 は 現 在 時制 と過 去 時 制 し か な く､ 未 来時 制 は 存 在し ない｡ よっ
て､ 未来 の 出 来 事 を 表す の は あ く ま で現 在 時 制で あ る が､ 時制 に加 え て 相 や
そ の 他 多 様 な表 現 形 式が あ い まっ て､ 微 妙 な 状 況 の違 い や 話 し 手 の心 情 の 違
い な ど､ 様 々なﾆｭｱﾝｽ が 生 ず る｡
･ 単 純 現 在形 は古 英 語 の時 代 よ り 未 来 表 現 と し て使 わ れて きたが､ 現 在 で は発
話 時 に 話し 手 が 確 定 して い る と 捉 え てい る 事 柄 の み に用 い ら れ る｡
･Will とshall は 本 来動 詞で あ り､ 現 在 両 者 が 法 助 動 詞 と し て 持 っ てい る 意味
は 元 々 の意 味 であ る｢ 願望･ 意志｣ と｢ 義 務｣ か ら派 生 し た も ので あ り､ 今
で もそ の名 残 が 見受 け ら れ る｡
･Be going to はwill とshall が 法 助 動 詞 と し て 使 わ れる よう に な っ た の と 入 れ
替 わり にこ れ ら の法 助 動 詞 の機 能的 な 穴 を埋 める ため に 使 わ れ だし た 準 法助
動 詞で あ る｡ よっ て 用 法 が 似て い る が､ 現 代 英 語 にお い て は両 者 の 間 に は相
違 が あ り､ そ れ は字 義 通 り の 意味 で あ る｢ ～ する 方 向 に 進 んで い る｣ か ら説
明 か 可 能 であ る｡
･ 進 行 形 が 未 来表 現 と し て 使 わ れる の は､ 推 移 動 詞 が 進 行形 にな っ た 場 合 の用
法 の 応 用 と 言え る｡ 動 詞 が 表す 動 作 を 到 達 点 と捉 え､ そ の方 向 に 向 かっ て い
る こ と を表 すこ とに な る｡
･Be to do お よびbe  （just）about to do はい ず れ もto 不 定 詞 の 未来 性 に 依存 し た
用 法 であ り､ 予 定 を 表 す｡
･Will be ～ing は推 量 の 意 のwill と進 行形 の 未 来 表 現 用 法 が 合 わさ っ た もの
で､ 主 語 の意 志 に 関 係 な く物 事 が 自 然 の 成 り 行 きで 成 立す る こ と を 表 す｡
－34 －
NOTE
田｢will  ＋ 動詞の 原形｣ を未 来形 と捉 える研 究 者もい るが､ 筆 者は以 下の点 よ り そ
れを認めない立場であ る｡
1) 未 来を示す他の 表現が多い｡
2)Will はあ くまで 法助動 詞であ り､will を 未来形 と認め るな らば他の 法助動 詞 も
同 じよう に認 める必 要が でて くる｡ 他 の法助 動詞で あ る､can,  must, may, should　　
等 も下 記例文の よう に未来 を示 すことがで きるからであ る｡ その際､ 語用論的 な
意味合い が付 加さ れるのが普通であ る｡
Can you help me? (ＢＮＣ): 依頼
(助けてく れませんか)
You must go back to your family. (ＢＮＣ): 命令
(もう家族の もとへ帰 りなさい)
You may now question and comment if you choose. (ＢＮＣ): 許可
(お望みなら ばこ の場で 質問した り､ 意見を述べ たりしていいです よ)
But l really think you should leave now. (ＢＮＣ): 助 言
(しかし今す ぐに立ち去っ た方がいい と私は本当 に思うよ)
3)Will は 未来の出 来事 だけで はなく､ 現 在時 Ｏ 発話 時) の 出来事の推 量や習 性
など表す場合 もあ る｡
'That will be a Moslem,' said Andrus doubtfully･(ＢＮＣ): 現在の推 量
(｢あ れはｲｽﾗﾑ 教徒じ ゃないか な｣ とｱﾝ ﾄﾞﾗｽ はあい まい に言っ た)
Accidents will happen. (諺)：習性
(事故は起こる ものだ)
(2)  British National Corpus よ り採取し た 例文｡ 本 稿の 例文の多 くが ＢＮＣ か らの もの
であ る｡ ＢＮＣ と はｵｯｸｽﾌｫｰ ﾄﾞ大 学出版 局を中心 とし て作成 されてい る現 代
ｲ ｷﾞﾘｽ 英語( 口 語､ 文 語の両方を含 む) のｺｰ ﾊﾟｽ である｡ 詳細 につ いてはｲﾝ　ﾀｰﾈｯﾄ
の以下 のｱ ﾄﾞﾚｽ より人手可 能｡ http//ｗ　ｗｗ,natcorp.ox.ac.uk/
(3) 以 下の例のよう に仮定法過 去は過去時 制で未来時 に起こるであろ うこ とを表す 場
合があ る｡
l wish l could change.(BNC)(変 わるこ とがで きたらなあ)
(4) 現在 の助動詞 の内､shall, must, may, can等は ｹﾞﾙﾏﾝ 祖 語時代に動詞 の過去形 で
あっ たものが､ 古英 語時代 には現在形 とし て用い られるようにな り､ そ こから法助
動詞 とし て発達し てい っ た｡ 一方will は古英 語時代の動 詞willan  (＝wish) から 発
達し たもので ある｡
(5) ＯＥＤ にはwill が 助動 詞 として 使 われた 初出例 が既 に ＯＥ 時代 にあ るが､ 完 全 に
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助動詞 とし て定着し たのは近代英語期 であ るo   (Cf.荒木ほか､1984 ）
㈲ こ れは前述のmust とhave to,  can とbe able to が同じ く意味的 な相違を持っ て い
るのと似てい る｡
（ﾌ）例えば法助 動詞must とそ れに対 応する準助動 詞have  toでは､must が［ 話し手 が
文の主 語に対 して課す る義 務］を 表し､ 時 に｢ 命令｣ の意 になる｡ 一方have to は
｢周囲の状況 が課 する義務｣ を表す｡ またそ れぞれを 否定文で用 いた場 合､must は
｢禁止｣ を､have to は｢ 不必要｣ を表す｡ 何 故この ような違い が起 きるかは､ そ れ
ぞれ使われている 英文をい くら考察し ても中々分か らない｡ こ れらを考察す る手掛
がりはそ れぞれの 字面通 りの 意味であっ たり､ 過去の 意味･ 形態 であっ たりする｡
Must とhave to の場 合､must は一 語で｢ 義 務｣ の意味 を持っ てい るわけ であるが､
have to はどちら の語に も｢ 義 務｣ の 意は無い｡ あ く までhave とto 不定 詞の結合 が
義務の 意味 を生 み出し ているの である｡ Have to do のhave は 本来所 有の 意であ り､
want to do と構 造 的に 類似 してい る｡ 後 者は｢ こ れか ら ～する こ とを 欲してい る｣
の意であるの に対 して､ 前者の字義 通りの意味は｢ これから～ するこ と／ すべき こ
とを持っている｣ であ ると言 える｡ Have  toはこの字義的 な意味から｢ 必 要｣･｢義務｣
の意味が生 まれ､ 否定 にする とhave が否定 されるこ とになり､｢ こ れから すべき こ
とを持ってい ない｣ とい う字義通 りの意味から｢ ～する必要は ない｣ とい う｢ 不 必
要｣ の意味が生ず ると考 えられる｡
（8）Be  to do は｢ 予定｣ の他 に下記の 例文のよう に｢ 義務｣｢ 可能｣｢ 運命｣ などの 意
味 を表すこ とが 出来る が､ い ず れもto 不 定詞が もつ方 向性 から 派生し た意味 と 言
える｡ 例えば､｢義 務｣ は｢（外 部の力で）～する方 向にある｣ の意か ら｢ ～すべきだ｣
の意味が生 まれ､否定かつ受 け身の文 の場 合が多い｢ 可 能｣ は｢（やろう と思っても ）
～される方向 にない｣ の 意から｢ ～ できない｣ の 意味が生 まれ､｢ 運命｣ は｢（神 の
力 で）～する方向 にある｣ の意から｢ ～する運命 であ る｣ の 意味が生 まれたと考 え
られる｡
'What am ｌ to say?' he whispered. （BNC ）:義務
（｢私は何を言っ たらいいの でしょうか｣ と彼はささやい た）
However, the old outlet pipe is not to be replaced before 1994/95. （ＢＮＣ）:可能
（しかし ながら､ その古 くなっ た排 出ﾊﾟｲ ﾌﾟは1994 年 また は1995 年 まで は取り換
えられないのであ る）
John was never to see his son again. （ＢＮＣ）:運命
（ ｼﾞｮﾝ は二度 と息子に 会見ない運 命だっ た）
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